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皮膚科領域 にお けるTeicoplaninの 臨床的,細 菌学的検討

池田 政身 ・山本 康生 ・小玉 肇

高知医科大学皮膚科学教室*

新 しいグリコペプタイ ド系抗生剤であるteicoplanin (TEIC)を 皮 膚科領域 にて検討 した。

1) 抗 菌 力:皮 膚感染病巣 よ り分 離 したStaphylococcus aureus 24株 お よびcoagulase-

negative staphylococci (CNS) 62株 に対す るMICを106cells/ml接 種 で測定 した。対 照 とし

て はvancomycin(VCM),arbekacin (ABK),methicillin(DMPPC)を 用 いた。MIC50は

Saureusで それぞれ1.56,1.56,1.56,6.25μg/mlで あ り,CNSで は それぞれ1.56,1.56,

0.78,6.25μg/mlで あった。

2) 臨床 成績: 本 剤 を1回200mgお よび400mgを 各々皮膚感染症患者3例 に3～22日 間

点滴静注 した。臨床効果は著効3例,有 効3例 であった。副作用 として1例 で食欲不振がみら

れ,1例 で白血球お よび血小板の軽度減少がみられた。
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Teicoplanin(TEIC)は 新 しく開発された注射用グリコ

ペプタイド系抗生剤であり,多 剤耐性のmethicillin-resis-

tant Staphylococcus ameus (MRSA)を 含 むグラム陽性

菌に対 して強力な抗菌力を示し,そ の作用は殺菌的であ

る1～2)。今回,本 剤を皮膚科領域感染症に使用する機会を得

たので,基 礎的検討を加えて報告する。

1. 材 料 と 方 法

1. 皮 膚 感染病 巣か ら分離 したSaureusお よび

coagulase-negative staphylococci (CNS) に

対す るMIC

皮膚 感染病巣 より分離 したS.aureus 24株 とCNS

62株 を使用 し,目 本化学療法学会標準法3)に準 じて,

106cells/ml接 種 時 のMICをTEIC,vancomycin

(VCM),arbekacin (ABK),methicillin(DMPPC)に

つ いて測定 した。増菌用培地 としてMueller-Hinton

broth(BBL),測 定 用培 地 としてMueller-Hinton

agar(BBL)を 用 いた。菌接種には ミクロプランター

を使用した。

2. 臨床検討

平成3年1月 から平成4年7月 までの間に高知医科

大学皮膚科 に入院し,治 験の同意 を得た32～78歳 の グ

ラム陽性菌が原因菌 と推定 される皮膚感染症患者6例

を対象 とした。その内訳は痴2例,痴 腫症1例,癌1

例,リ ンパ管炎1例,二 次感染1例 であった。使用量

は3例 で1回200mg,3例 で1回400mgを,1日 目

は12時 間 ごとに2回,2日 目以降は1目1回,合 計

3～22目 間 点 滴 静 注 し,臨 床 的 効 果 を 検 討 し た 。 効 果

判 定 は,臨 床 的 変 化 と主 治 医 の 主 観 的 な判 断 に よ り行

っ た 。

II. 結 果

1.皮 膚 感 染 病 巣 か ら 分 離 し たSaureusお よ び

CNSに 対 す るMIC

Fig.1にSaureusに 対 す るTEIC,VCM,ABK,

DMPPCのMIC(106cells/ml接 種)を 示 す0TEIC

は0.39か ら3.13μg/mlに 分 布 し,MIC50は1.56μg/

mlで あ っ た 。VCMは0.78か ら1.56μg/mlに 分 布

し,MIC50は1.56μg/mlで あ っ た 。ABKは0.78か

ら3.13μg/mlに 分 布 し,MIC50は1.56μg/m1で あ っ

た 。DMPPCは1.56か ら>100μg/mlに 分 布 し,

MIC50は6.25μg/mlで あ り,MRSA(DMPPC≧12.5

μg/ml)は10株 で あ っ た 。

Fig.2にCNSに 対 す るTEIC,VCM,ABK,

DMPPCのMIC(106cells/ml接 種)を 示 す 。TEIC

は0.39か ら>100μg/m1に 分 布 し,MIC50は1.56μg/

mlで あ っ た 。VCMは0.39か ら>100μg/mlに 分 布

し,MIC50は1.56μg/mlで あ っ た 。ABKは0.1か ら

>100μg/mlに 分 布 し,MIC50は0.78μg/mlで あ っ

たoDMPPCは0.39か ら>100μg/mlに 分 布 し,

MIC50は6.25μg/mlで あ っ た 。

2. 臨 床 検 討

Table 1に 臨 床 成 績 一 覧 を 示 す 。6例 に使 用 し,著

効3例,有 効3例 で あ っ た 。 分 離 菌 と し て はSaunus
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Fig. 1. Sensitivity distribution of Staphylococcus aureus (24 strains) (106 cells/ml)

Fig. 2. Sensitivity distribution of coagulase-negative staphylococci (62 strains) (106 cells/ml)

4株,Staphylococcus epi4ermidis 1株,Staphylococcus

haemolytious 1株,Corynebaoterium sp.1株,Pepto-

streptococous prevotii 1株 を検 出 し た 。 細 菌 学 的 効 果

で は 消 失 が4例,不 明 が1例,不 変 が1例 で あ っ た 。

副作用 として症例6で 食欲不振がみ られた。症例2で

白血球および血小板の減少がみられた。

III.考 察

TEICのS.aureusに 対 す るMIC50は1.56μg/ml
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n. p.: nothing particular

N.D.: not done

とVCMお よびABKと 同等であり,い ずれ も耐性菌

は認 め なか った。TEICのCNSに 対 す るMIC50は

1.56μg/mlとVCMと 同等であ り,ABKよ り1管 悪

かった。従って,TEICはS.m%eusお よびCNSに 対

しては耐性株 もほ とん どな く,VCMやABKと ほ ぼ

同等 またはそれ以上の抗菌力 を持つ と思われる。

臨床効果では6例 に使用 し,全 例で有効以上であっ

た。症例4は 発熱などの全身症状が強 く,癌 の中で も

非常に重症であり,最終的には巨大な潰瘍 を形成 した。

受診時既に広範囲に壊死 に陥っていたため,TEICの

投 与が長期間 となったが,最 終的には菌 も陰性化 し,

有 効 と判定 した。副作用 として1例 で食欲不振がみら

れたが,投 与中止にて消失した。 また,1例 で白血球お

よび血小板の減少がみられたが,追 跡調査では投与中

止後3週 間で正常に復した。

以上の結果から,TEICは 重症のグラム陽性球菌に

よる皮膚感染症にも有効な薬剤であると考えられる。
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Clinical studies on teicoplanin in the field of dermatology

Masami Ikeda, Yasuo Yamamoto and Hajime Kodama

The Department of Dermatology, Kochi Medical School

Okohcho, Nankoku, Kochi 783, Japan

1) The minimum inhibitory concentrations (MICs) (106 cells/ml) of teicoplanin (TEIC), van-
comycin (VCM) , arbekacin (ABK) and methicillin (DMPPC) were determined against 24
strains of Staphylococcus aureus and 62 strains of coagulase-negative staphylococci (CNS)
isolated from infectious skin lesions. The MIC50 of TEIC, VCM, ABK and DMPPC against
S. aureus were 1.56, 1.56, 1.56 and 6.25 pg/ml, , respectively . The MIC50 of TEIC, VCM,
ABK and DMPPC against CNS were 1.56, 1.56, 0.78 and 6.25 ,ug/ml, respectively.

2) TEIC (200 mg or 400 mg) was administered intravenously once a day for 3^-22 days to
6 patients with infectious skin diseases. The results were excellent in 3 cases and good in 3.
One patient had appetite loss as a side effect. As to abnormal laboratory data, decreases in
WBC and platelets were observed in one case.


